



















されるのであろうか。多くの論者が指摘し（Nash, 1990：11 = 1992：15, Gellerman, 










































































多くの論者が同調している（Paine, 1991：70, Mintz, 1996：69, 73, Christensen, Barnes & 



























こでの Rest に関わる記述は以下を参照。Rest, 1986：3-4, 13-16, Rest, 1994：23-24, Rest, 






















経営倫理教育の目的を Comer & Vega は，認知能力の向上に加え，倫理的行動を促進
することを目指すべきだとし（Comer & Vega, 2005, 172），Christensen 等は，学生たち























合理的に選択すべきかということが中心的なテーマとなる（Dobson & Armstrong, 
1995：188, Knapp, Louwers & Weber, 1998：269, Whetstone, 1998：187, Narvaez, 2008：
310）。経営倫理教育における認知教育は，このアプローチに沿うものである。
もう一方は，行為主体に基礎を置く徳倫理的アプローチであり，行為の与件として行為
する人間の動機や性格に焦点をあてる（Dobson & Armstrong, 1995：190, Whetstone, 
1998：187, Solomon, 1999：30, Narvaez, 2008：310, 神野，2002, 185）。性格の特性は，し
ばしば，性格に深く染み込んだ諸徳（例えば正義，思慮，節制，勇気など）によって示さ
れ（Mintz, 1996：69, Solomon, 1999：36, Bradburn, 2001：16），それらの徳は道徳的性格
と同義とみなされる場合も多い（Jacson, 1996：165, Carr, 2008：100）。また，人の性格は，
当人の有する諸徳の総体であるとも言われる（De George, 1999：123）。徳倫理的アプロー
チは，そうした諸徳を明らかにし，いかなる人間になるべきか，さらにはどうやってそう




為を行う」人を意味している（Mintz, 1996：71, Mele, 2005：102）。例えば，真に正直な
人は，習慣的に正直であり，恐らく嘘をつくということすら決して考えないであろうし，
また盗みの誘惑が生じた時に捕まる恐れがなく，不正直によって自身が得をする場合でさ




























と言われる（Whetstone, 1998：187, Mele, 2005：101）。例えば，節制という徳が内面化
された有徳者は，最もよく快楽を差し控えることができるであろうし，また勇気という徳
が内面化された有徳者は，最もよく恐ろしいことに耐えることができるであろう（アリス
トテレス , 2002：1104a34-b3）。MacIntyre は，徳は正しい行為につながる選択を導くと
するが，それは「特定の仕方で行為するだけではなく，特定の仕方で感じる性向でもある」































1996：70, Mele, 2005：104-105, Christensen, Barnes & Ress, 2007：82-83），それらは部分
的な指摘に留まっている。一方，Thorne は両者の対応関係を包括的かつ詳細に説明して
いる（Thorne, 1998：297-299）。また，Armstrong 等は，Thorne に同調し，そのアイディ











































性を促している（Sommers, 1993, Dobson & Armstrong, 1995, Mintz, 1995, Mintz, 1996, 











される論議に帰着するものであると言える（Bishop, 1992：294, Adams, Harris & Carley, 
1998：1325-1326, Sims, 2002：9, Driscall & Van Esch, 2004：28, Hooker, 2004：73-74, 
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〔抄　録〕
欧米のビジネス・スクールや大学において，経営倫理教育は，従来，「学生たちに適切
な道徳的判断をさせることを目的とし，そのための手助けとなる倫理・道徳上の概念・原
則ならびに道徳論法のモデル・手順などを，講義やケース・メソッドといった方法によっ
て提供する（学ばせる）」認知教育として普及してきた。しかしながら，経営倫理教育の
究極の目的を組織における個人の道徳的行動の実現とする場合，認知教育が志向する道徳
的判断力の向上とわれわれが理想とする道徳的行動の実現との間には大きなギャップがあ
ることを Rest をはじめとする多くの研究者が指摘し，われわれも経験上認識している。
また，道徳的行動実現のための直接的な動因に成り得るものは，認知教育が対象とする道
徳的判断力を中心とする認知能力ではなく，道徳的動機や道徳的性格といった感情や意志
に関わる行動能力であるとされる。
以上のような認識に基づき，本研究において，まず，組織における道徳的行動実現のた
めの経営倫理教育として，認知教育の限界を明らかにし，経営倫理教育の中心的テーマは
認知教育ではなく，行動能力を発達させる行動教育に向わなければならないと主張する。
次に，われわれは，経営倫理教育における行動教育と一般的な倫理教育における徳倫理的
アプローチ（徳育教育）との相関性，同一性に着目し，行動教育を徳育教育として捉え直
す。本研究の狙いは，こうした予備的考察を踏まえたうえで，徳育教育の目的，内容，方
法を明らかにするものである。
キーワード： 経営倫理教育，Rest モデル，認知教育，行動教育，徳育教育，道徳的徳，
道具的徳，道徳的勇気，観察（代理）学習，役割モデル，物語
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